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シ リ ズーシ リ ズー 地域で活躍する人　　志津川区予算化された事業 その後

地
域
に
つ
な
が
り
を

志
津
川
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

◆
「
防
災
ひ
ろ
ば
」

　

西
日
本
豪
雨
災
害
被

災
地
（
大
洲
市
）
で
の
学

習
会
を
き
っ
か
け
に
、
会

員
の
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
地
域
の
防
災
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
赤
奉
仕
団

志
津
川
分
団
と
の
共
催

で
、
日
赤
県
本
部
に
よ
る

講
演
や
非
常
食
の
試
食

会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
災
害
時
の
ト

イ
レ
づ
く
り
や
防
災
グ
ッ

ズ
に
関
す
る
講
義
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
活
動
は

　

様
々
な
組
織
と
の
連

携
・
協
力
を
図
り
、
現
在

の
活
動
を
充
実
・
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
、
世
代
間
の
つ

な
が
り
を
広
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
た
ん
ぽ
ぽ
カ
フ
ェ
」

　

組
加
入
率
の
低
下
な

ど
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
る
た
め
、
地
域
の

つ
な
が
り
づ
く
り
の
場

と
し
て
、
昨
年
5
月
か
ら

志
津
川
集
会
所
で
月
1

回
「
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
方
々
が
訪
れ
、
話

を
し
た
り
、
昔
の
遊
び

や
四
季
折
々
の
も
の
を

作
っ
た
り
し
て
、
に
ぎ
や

か
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
で
は
、
世
代
間
の
つ
な

が
り
も
で
き
、
組
や
地
域

青
年
団
「
中
央
会
」
へ
の

加
入
の
案
内
も
し
て
い
ま

す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

組
に
加
入
し
な
い
人

が
増
え
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
強
化
施
策
を
促

進
し
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
と
は

　

東
温
市
連
合
婦
人
会

は
平
成
25
年
度
に
解
散

し
ま
し
た
が
、
志
津
川
支

部
は
「
志
津
川
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」
と
名
称
を
変
更
し

継
続
し
て
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

踏
ま
れ
て
も
強
く
立

ち
上
が
る
〝
た
ん
ぽ
ぽ
〟

の
よ
う
に
、
志
津
川
区

に
住
む
女
性
が
力
を
合

わ
せ
て
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
広
げ
よ
う
と

い
う
意
味
を
込
め
て
名

付
け
ま
し
た
。
現
在
25
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
状
況
は

　

地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
主
に
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ

か
け
と
し
た
行
事
ス
タ

イ
ル
の
変
更
や
中
心
会
員

の
高
齢
化
に
よ
り
、
活
動

が
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
か
ら
新
た
に

「
た
ん
ぽ
ぽ
カ
フ
ェ
」
や

「
防
災
ひ
ろ
ば
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

会長 柳
やなぎさわ

澤　きく子
こ

さん

仙
せ ん ば

波　晃
こうすけ

介さん

【志津川区】
　北吉井小学校区で愛媛大
学医学部の北・西・南に位
置し、平成28年に志津川南
区と分離したが、志津川・
八反地分館でなる東温市で
最も人口・世帯数の多い地
区。６月末の人口は3291人
（1581世帯）

地
域
の
た
め
に
み
ん
な
で

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
!!

毎
年
８
月
に
な
っ
た
ら

イ
ン
ス
タ“
ぶ
ど
う
園
t
u
b
u
”で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
！

たんぽぽカフェで遊ぶ親子

たんぽぽカフェ４月（こいのぼりづくり）

１本の幹から両方に10ｍ以上
広がったぶどう 自分で収穫して購入

デザインは晃介さん、＂t
つ ぶ
ubu＂ は奥さんが命名乗用草刈り機で作業

花切り作業（先端や余分な部分を摘み取る）

摘粒作業（余分な粒を取り除く）

花切り前

摘粒前

花切り後

摘粒後
たんぽぽカフェ12月
（リースづくり）

たんぽぽカフェ２月
（鬼の福笑い）

五
十
音
順
で
各
区
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
志
津
川
南
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。

そ
よ
風
吹
く
の
ど
か
な
ぶ
ど
う
園
t
u
b
u

担
い
手
農
業
者
機
械
等
導
入
支
援
事
業

（
旧
次
世
代
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

ぶ
ど
う
生
産
者
　
仙せ

ん
ば波

　
晃こ

う
す
け介
さ
ん
　
　

（
前
松
瀬
川
区
）

◆
支
援
事
業
の
内
容
は

　

補
助
金
を
活
用
し
、
自

走
式
ラ
ジ
コ
ン
動
噴
、
ブ

ド
ウ
棚
、
ブ
ド
ウ
ハ
ウ
ス

潅
水
資
材
、
乗
用
草
刈
り

機
、
A
P
ハ
ウ
ス
を
導
入

し
ま
し
た
。施
設
が
整
い
、

機
械
化
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
作
業
効
率
が
飛
躍

的
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

◆
ぶ
ど
う
栽
培
を
始
め
た

　

経
緯
は

　

以
前
勤
め
て
い
た
果

樹
園
で
、
柑
橘
や
柿
、
バ

ラ
等
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
も
ぶ

ど
う
栽
培
に
特
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、

ハ
ウ
ス
13
a
と
露
地
10
a

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
枝

の
誘
引
、
花
切
り
、
消
毒
、

摘て
き
り
ゅ
う

粒
な
ど
の
作
業
を
４
～

８
月
に
生
育
に
応
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
は

基
本
的
に
１
人
で
す
が
、

大
変
だ
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
栽
培
品
種
は

　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ト
、

マ
ス
カ
サ
ー
テ
ィ
ー
ン
、

天あ
っ
ぱ
れ晴
、
ク
イ
ー
ン
セ
ブ

ン
、
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
キ
ン

グ
、
ピ
オ
ー
ネ
、
高
妻
、

新
た
に
今
年
か
ら
収
穫

す
る
マ
ス
カ
ッ
ト
ノ
ワ
ー

ル
、
コ
ト
ピ
ー
の
計
10

種
で
す
。
種
類
が
多
け
れ

ば
選
択
肢
が
増
え
、
作
り

手
、
消
費
者
共
に
楽
し
み

が
倍
増
し
ま
す
。
ぶ
ど
う

園
で
は
、
８
月
頃
か
ら
直

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
さ
く
ら
の
湯
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
」
で
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

◆
栽
培
上
の
工
夫
は

　

２
か
所
の
園
地
の
作

業
時
期
が
被
ら
な
い
よ

う
に
、
綿
密
に
栽
培
管

理
を
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
課
題
は

　

露
地
栽
培
園
地
は
雨

水
で
賄
っ
て
い
る
た
め

天
候
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
の
で
、
潅
水
設
備
の

整
備
が
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
に
対
す
る

国
の
ス
タ
ン
ス
も
気
に

な
り
ま
す
。

シャインマスカットを収穫
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第
３
回
東
温
市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
14

日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補
正
予

算
等
17
議
案
（
報
告
７
件
、
承
認
２
件
、
補
正
予

算
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
契
約
５
件
）及
び
請
願

３
件
の
合
計
20
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

６ 月

定例会

若年出産世帯奨学金
返還支援事業

出産世帯応援事業

市営住宅管理費

中学校施設大規模改修事業

各種予防接種事業

問 かんがい排水施設の概要は。
答 佐古ダムから直径300㎜の送配水管を3600m敷設し、
ファームポンド（見奈良の貯水施設）及び南吉井地
区（見奈良、田窪、牛渕、南野田、北野田）への分
水工３か所を設置するもの。

市道出作平松線道路改良工事等に要する経費
しゅっさく

北野田地区の浸水対策に要する経費

佐古ダムの冬期用水の有効利用とともに、夏期用水
の配水困難地域（南吉井地区）の改善を図るための
かんがい施設整備事業の負担金で今年度完成予定

出産後１年以内に返還した奨学金に対する助
成を35歳までに拡充
助成額：一人当たり上限20万円

出産後１年以内に必要な育児用品等に対する
助成を全年齢に拡充
助成額：新生児一人当たり上限20万円

※助成対象年齢が全年齢に拡充されるのは、令和６年
４月１日以降に出産した世帯が対象となりますので、
ご注意ください。

市営住宅（樋口団地）の緊急修繕（屋根の雨
漏り）に要する経費

重信中学校中校舎長寿命化改修建築主体工事
の追加施工に要する経費

新型コロナウイルスワクチン定期接種に要す
る経費
対象：65歳以上の高齢者
　　　60～64歳で重症化リスクの高い人

問 歩道の設置と、国道11号及び県道森松重信線
との接続地点への右折レーンの設置は。
答 歩道は片側に設置する予定。国道11号及び県
道森松重信線との接続地点には、それぞれ右折
レーンを設置する予定としており道路管理者等
と協議を進めている。

問 浸水対策の計画の内容は。
答 北野田・新村地区において豪雨の際、現況水
路が溢れ、家屋や道路等が冠水する状況である
ため、調整池を整備し、浸水被害を軽減させる
計画。

問 年間の奨学金返済額について、市で実績や
平均額等は把握しているのか。
答 当該事業は、今年度から実施のため実績は
ない。今年度もまだ申請はない。資料によると、
返還額は年間20万円前後を返還している方が多
いと推測される。
問 県の交付金がなくなった後の事業継続につ
いての考えは。
答 少子化対策については継続すべきと考えて
おり、交付金がなくなった後については、財
政面も考慮しつつ検討したいと考える。

問 県（えひめ人口減少対策総合交付金）は、
対象年齢を29歳（昨年度）から35歳まで拡充
したが、本市が全年齢とした理由は。
答 昨年度を人口減少対策元年と位置付け、少
子化対策を推し進めていることから、今回の
県交付金の拡充を機に、対象年齢を撤廃し、
全ての出産世帯に助成することとした。

問 自己負担額及び周知方法は。
答 自己負担額は、県医師会等の協議において、
県下統一３千円と決定したことから、本市に
おいても自己負担額を３千円としている。10
月から接種が始まることから９月の広報に掲
載を予定している。併せてホームページでも
周知する。

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

県営かんがい排水事業

浸水対策事業

１億5000万円

4300万円

2321万円

3203万円

1500万円

2234万円

1201万円 7249万円

道路改良事業
（出作平松線）

一般会計補正予算（専決分含む）

７億6131万円
（累計347億8935万円　前年度同期比13.9％増）

フジグラン重信

出
作
平
松
線（
道
路
改
良
事
業
）

国道11号

ウェルケア
重信

県道森松重信線

調整池新設予定地
（浸水対策事業）

育児用品の助成

全年齢に拡充東温市独自

　

第
２
回
東
温
市
議
会
４
月
臨
時
会

が
４
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
報
告
１
件
、
承
認

３
件
、
補
正
予
算
１
件
、
契
約
１
件

の
合
計
６
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

４ 月

臨時会

東温市独自

：ファームポンド
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伊方原発を即刻止めることを県知事に求める決議を求
める請願

賛成  渡部　勇次

　災害の多い日本には、原発
は必要ない。事故が起きると
甚大な被害が長く続くこと
は、福島原発事故が示してい
る。原発に依存せず、再エネ
の導入や省エネの推進を図る
べきだ。

反対  亀田　尚之

　再生可能エネルギー導入を
基本とし、電力安定供給のた
め、厳格な規制基準のもと、
原子力規制委員会が稼働判断
し、国の基準を上回る耐震性
の確保、電力供給体制等、県
は万全を期している。

賛成  森　真一

　原発は稼働すると必ず放射
能が出る。放射能は人間の体
にがんなどの悪影響を与え
る。電力は原発ではなく、太
陽光・風力・地熱などの再生
可能エネルギーからつくるべ
きだ。

　伊方原発を即刻止めることを県知事に求め
る決議をすること。 　請願審査を付託された総務産業建設委員会で

は賛成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数
で「不採択」となった。

審査結果

請願・討論

核兵器禁止条約の署名・批准を政府に求める請願

賛成  森　真一

　日本は唯一の被爆国なのに、この条約に署名
も批准もしていない。被爆者たちは、日本が早
く、この条約に加盟することを望んでいる。そ
のことが世界の平和を守る大きな力になる。

反対  渡部　繁夫

　この条約には核保有国は 1か国も参加してい
ない。日本国として、核軍縮に関するG７広島
ビジョンを強固なステップ台として、現実的か
つ実践的な取り組みを継続、強化している。

　唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条約を
一日も早く署名・批准すること。それまでの
間は、オブザーバーとして締約国会議及び検
討会議に参加すること。

　請願審査を付託された総務産業建設委員会で
は賛成少数で「不採択」、本会議では可否同数
のため、議長裁決で「不採択」となった。

審査結果

請願・討論

　当委員会では、議員報酬のあり方について、①
市民アンケート調査の結果、②議員のなり手不
足の解消、特に若者や女性等の多様な人材の議
会への参画、③人口規模等が同程度の他団体と
の比較等の観点に即して委員間で討議を重ね、
鋭意、調査・研究を進めてきた。
　２月の東温市特別職報酬等審議会において、
「東温市議会の議員報酬の額については、今後、
増額が適当と考えるが、議員定数等調査特別委
員会の調査の結果を踏まえた検討が必要であ
る。」との答申内容の報告を市長より受け、増額
の方向で、協議・検討を進めることを決定。

　議員報酬の改定額については、「4,700円」、
「３万円」、「43,000円」、「５万円」の４つの増額
案が出され、「合併以降の議員定数や議員報酬の
推移を踏まえつつ、中四国地区の人口３万人以
上４万人以下の市の平均額との差額を考慮し、
５万円の増額が適当である。」等の意見があり、
採決の結果、賛成多数により議員報酬を５万円
増額すること及び改定時期は令和７年４月１日
とすることを決定した。また、６月定例会におけ
る当委員会の中間報告実施後、市長に対し、議員
報酬の改定について申出を行うことを確認・決
定した。

委員長　松末　博年

令和６年４月臨時会提出議案　６議案

令和６年６月定例会提出議案　20議案

承認５　介護保険法施行規則及び指定介護予
防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関
する基準の一部を改正する省令の施
行に伴う関係条例の整理に関する条
例の制定

承認６　市税条例の一部改正
承認７　国民健康保険税条例の一部改正

報告３　一般会計継続費繰越計算
報告４　繰越明許費繰越計算
　〜９　（一般会計、後期高齢者医療・田窪

第２工業団地・吉久工業団地特別会
計、水道・下水道事業会計）

承認８　行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部
改正

承認９　一般会計補正予算（第２号）

議案29　一般会計補正予算（第３号）
４・５ページ参照

議案30　市税条例の一部改正
議案31　家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正

報告２　専決処分の報告
和解及び損害賠償の額の決定

議案27　一般会計補正予算（第１号）
５ページ参照

議案28　東温市立重信中学校中校舎長寿命化改
修建築主体工事変更請負契約の締結
５ページ参照

議案32　消防団ポンプ自動車購入契約の締結
議案33　東温市立北吉井小学校屋外プール改築

建築主体工事請負契約の締結
議案34　東温市立川内中学校特別教室棟大規模

改修建築主体工事請負契約の締結
議案35　東温市立南吉井小学校屋内運動場長寿

命化改修建築主体工事請負契約の締結
議案36　東温市立拝志小学校屋内運動場長寿命

化改修建築主体工事請負契約の締結

請願２　伊方原発を即刻止めることを県知事に
求める決議を求める請願

請願３　東温市高齢者タクシー利用助成制度の
創設を求める請願　【継続審査】

請願４　核兵器禁止条約の署名・批准を政府に
求める請願

専決処分

補正予算

契　約

報　告

報　告

請　願

専決処分

補正予算

条例改正

契　約

議案

山
内
　
孝
二

安
井
　
浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山
　
　稔

相
原
真
知
子

森
　
　
真
一

渡
部
　
繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

松
末
　
博
年

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

野
口
　
　竜

議決結果
（賛成：反対）

議案第28号 〇 〇 × − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（13：１）

請願第２号 × × × − × 〇 × × × × × 〇 × × × 不採択（２：12）

請願第４号 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × × × 不採択（７：８）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　　×反対　　議長（丸山 稔）は採決に加わらない。
※× は議長裁決　（議長裁決：可否同数の場合のみ可決又は否決を議長が決めること）

（令和５年度）

６ページ参照

議員定数等調査特別委員会
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６月定例会

一 般 質 問 10議員が
市政を問う!!

10議員が
市政を問う!!

※QRコードでご視聴ください。

1 不正大麻・けし撲滅運動、連携して対応を
2 事務事業評価の有効活用を

1 重信川河川敷の野犬への対策は
2 防犯カメラ設置への補助金を

1 東温市における文化活動の環境整備

1 森林資源の保全と活用を
2 持続可能な自治体経営の推進を
3 地域資源を活かした観光振興の推進を

1 県内初の震度６弱による住まいの安全対策は
2 直接避難できる福祉避難所の開設を
　 ※過小規模な小学校が抱える方向性について

松
まつすえ

末 博
ひろとし

年 議員

野
の ぐ ち

口 竜
りゅう

 議員

相
あいはら

原 真
ま ち こ

知子 議員

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆ う じ

次 議員

細
ほそかわ

川 秀
ひであき

明 議員

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での一般質問の動画を観ることができます。

６月18日

1 人口減少による農業対策について
2 空き家対策について
3 小規模小学校等について

1 本市経済における物流機構の存続を
2 野犬の積極的な捕獲・保護を
3 道路付属物の管理・点検について

1 提言　市街化調整区域内の空き家対策
2 合併20年の検証と今後の市政運営について

1 国保税の滞納について
2 自衛隊への個人情報の提供について
3 物価高騰支援給付金について

1 大規模災害の備えを
2 AEDの活用

渡
わた

部
なべ

 繁
し げ お

夫 議員

永
な が い

井 大
だいすけ

介 議員

丹
に ゅ う の や

生谷 美
は る お

雄 議員

森
もり

 眞
しん

一
いち

 議員

近
こんどう

藤 千
ち え み

枝美 議員

６月19日

　
　

①
違
法
植
物
に
対

す
る
市
の
認
識
は
。

　

②
撲
滅
運
動
に
対
す

る
市
の
体
制
は
。

　
　

①
不
正
栽
培
防
止

や
犯
罪
予
防
の
観

点
か
ら
、各
地
に
自
生
し

て
い
る
不
正
ケ
シ
等
の

違
法
植
物
を
一
掃
す
べ

き
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。（
環
境
保
全
課
長
）

　

②
健
康
推
進
課
と
環

境
保
全
課
が
窓
口
と
な

り
、県
の
運
動
の
取
り
組

み
に
倣
い
、除
去
等
の
対

応
に
努
め
て
い
る
。（
健

康
推
進
課
長
）

問答

　
　

①
生
息
数
及
び
捕

獲
状
況
は
。

　

②
公
園
整
備
事
業
に

お
い
て
人
が
集
ま
る
際

の
危
険
性
へ
の
対
策
は
。

　

③
市
担
当
課
の
横
の

連
携
は
。

　

④
今
後
の
捕
獲
保
護

計
画
は
。

　

⑤
餌
や
り
を
す
る
人

へ
の
対
応
、餌
や
り
禁
止

条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
。

　
　

①
全
体
数
は
正
確

に
把
握
で
き
て
い

な
い
。令
和
５
年
度
は

44
匹
を
捕
獲
し
て
い
る
。

問答

　
　

①
「
違
法
な
ケ
シ
の

花
が
公
園
に
咲
い

て
い
る
」
と
の
通
報
に
対

す
る
市
の
対
応
は
。

　

②
通
報
に
対
す
る
関

係
課
の
連
携
は
。

　
　

①
市
職
員
４
人
が

現
地
に
出
向
き
、公

園
へ
の
進
入
禁
止
対
策

を
取
っ
た
後
、ア
ツ
ミ
ゲ

シ
と
確
認
し
た
。速
や
か

に
除
去
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、中
予
保
健
所
に

対
応
方
法
等
を
確
認
し
、

公
園
内
の
違
法
な
ケ
シ

を
抜
き
、可
燃
ご
み
と
し

て
処
分
し
た
。

　

②
３
課
（
健
康
推
進

課
・
環
境
保
全
課
・
都
市

整
備
課
）
が
関
わ
り
、担

当
が
明
確
で
な
か
っ
た
。

常
に
情
報
交
換
、情
報
共

有
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。（
環
境
保
全
課
長
）

問答

　
（
環
境
保
全
課
長
）

　

②
行
政
と
し
て
対
応

で
き
る
十
分
な
対
策
が

取
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
が
、野
犬
の
捕
獲
の

強
化
、周
辺
地
域
に
お
け

る
餌
場
の
撤
去
等
、日
頃

か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
に
取
り
組
み
、十
分
な

安
全
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
。（
技
監
・
都
市

整
備
課
長
）

　

③
「
横
串
」
と
い
う
形

で
全
市
を
あ
げ
て
対
応

に
努
め
る
。（
市
長
）

　

④
県
が
策
定
し
て
い

る
「
愛
媛
県
動
物
愛
護
管

理
推
進
計
画
」
に
倣
い
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

⑤
継
続
し
て
立
て
看

板
に
よ
る
注
意
喚
起
、餌

や
り
行
為
者
と
直
接
対

話
す
る
こ
と
で
対
応
強

化
に
努
め
る
。

　

県
外
の
自
治
体
で
は

条
例
を
制
定
し
て
い
る

所
も
あ
る
が
、慎
重
に
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
（
環
境
保
全
課
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
へ
の

補
助
金
を

　
　

①
ご
み
集
積
所
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

問

事
務
事
業
評
価
の

有
効
活
用
を

　
　

市
政
運
営
へ
の
事

務
事
業
評
価
の
反

映
方
法
は
。

　
　

当
初
予
算
編
成
時

に
、評
価
結
果
を
予

算
要
求
資
料
に
明
記
し
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
活
用

し
て
い
る
。ま
た
、見
直

し
対
象
事
業
に
つ
い
て

は
、行
政
改
革
推
進
本
部

会
議
で
の
最
終
調
整
に

よ
り
廃
止
、見
直
し
、重

点
化
等
の
方
針
を
決
定
、

次
年
度
の
実
施
内
容
及

び
予
算
編
成
へ
反
映
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
（
企
画
政
策
課
長
）

　
　

事
務
事
業
評
価
の

市
民
へ
の
公
表
と

市
民
の
意
見
の
反
映
は
。

　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
評
価
シ
ー
ト
を

掲
載
し
て
い
る
。市
民
か

ら
の
意
見
は
、担
当
課
に

お
い
て
事
業
内
容
へ
の

反
映
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、見
直
し
等

も
含
め
た
事
務
を
行
っ

て
い
る
。（
企
画
政
策
課
長
）

問答問答

補
助
に
つ
い
て
考
え
は
。

　

②
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
つ
い
て
危
機
管
理
課

の
考
え
は
。

　
　

①
不
法
投
棄
の
抑

止
力
と
な
る
だ
け

で
な
く
、ト
ラ
ブ
ル
の
際

に
映
像
と
し
て
記
録
で

き
る
た
め
、安
全
対
策
強

化
が
期
待
で
き
る
が
、管

理
責
任
や
運
用
上
の
問

題
を
慎
重
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

②
犯
罪
防
止
・
抑
止
、

ま
た
犯
罪
発
生
時
に
お

い
て
も
地
域
の
防
犯
対

策
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
。し
か
し
、ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
多
い
た
め
、今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
。（
市

民
福
祉
部
長
）

答

松
まつすえ

末 博
ひろとし

年　議員

野
の ぐ ち

口 竜
りゅう

　議員

重信川河川敷の

野犬への対策は

不正大麻 ・ けし撲滅

運動、 連携して対応を

市内公園で見つかったアツミゲシ

市内の野犬の様子
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「
東
温
市
文
化
芸

術
推
進
基
本
計
画
」

の
策
定
予
定
は
。

　
　
「
総
合
計
画
」
が
令

和
６
・
７
年
度
に
、

「
教
育
大
綱
」
が
令
和
７

年
度
に
見
直
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、こ
れ
ら
に
合
わ

せ
て
、地
域
文
化
活
動
の

保
存
・
発
展
を
図
る
予
定

と
し
て
い
る
た
め
、現
段

階
で
は
こ
の
計
画
を
策

定
す
る
予
定
は
な
い
。

　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
「
ア
ー
ト
・
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
と
う
お
ん
構

想
」
の
進
捗
状
況
は
。

問答問

　
　

①
森
林
経
営
管
理

の
現
状
と
課
題
は
。

　

②
森
林
公
園
の
維
持

管
理
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　

① 

中
予
森
林
管
理

推
進
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、事
業
の
本
格

実
施
に
向
け
、体
制
を
整

備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
の
森
林
管
理
は
、十

分
と
は
言
え
な
い
が
、継

続
し
て
取
り
組
み
、適
正

な
森
林
管
理
に
努
め
る
。

　

②
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、エ
リ
ア
分
け
を
行

い
、優
先
度
に
応
じ
て
公

園
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

問答

　
　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
ア
ー
ト
関
連
人

材
の
移
住
者
数
は
、目
標

値
94
人
に
対
し
て
現
状

値
が
23
人
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
一
方
で
、ア
ー
ト

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

の
来
館
者
数
は
、目
標
値

４
万
人
に
対
し
、現
状
値

は
約
７
万
８
千
人
と
、大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
（
産
業
建
設
部
長
）

　
　

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
が
７
年
間
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

市
民
を
中
心
に
一

つ
の
大
き
な
作
品

を
創
り
上
げ
る
た
め
に

は
、十
分
な
体
制
、期
間
、

費
用
な
ど
が
必
要
と
な

る
た
め
、年
間
を
通
じ
た

東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
す
る
こ
と
で
、多
く

の
市
民
が
、文
化
芸
術
に

触
れ
ら
れ
る
機
会
を
増

や
す
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
き
た
。今
後
は
、今

年
度
の
事
業
の
反
響
や

実
績
、費
用
対
効
果
等
を

踏
ま
え
た
上
で
、検
討
し

て
い
き
た
い
。（
産
業
建

設
部
長
）

答問答

　

ま
だ
、多
く
の
改
善
点

が
あ
る
が
、で
き
る
限
り

早
期
の
対
応
を
図
り
、利

用
者
の
満
足
度
向
上
に
努

め
る
。（
農
林
振
興
課
長
）

持
続
可
能
な
自
治
体
経

営
の
推
進
を

　
　

①
課
題
解
決
型
・
提

案
型
会
議
へ
の
転

換
を
。

　

②
組
織
横
断
的
な
取

り
組
み
の
推
進
の
見
通

し
は
。

　
　

①
施
策
の
効
果
の

検
証
な
ど
、評
価
を

目
的
と
し
た
会
議
で
は
、

委
員
か
ら
忌
憚
の
な
い

意
見
が
出
て
い
る
。

　

早
め
の
資
料
提
供
、分

か
り
や
す
い
説
明
、進
行

の
工
夫
等
に
よ
り
、発
言

し
や
す
い
会
議
運
営
に

努
め
る
。

　

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
の
場
で
、関
係
す
る
部

局
の
職
員
が
集
ま
り
、協

問答

　
　

文
化
会
館
建
設
は
。

　
　

30
周
年
を
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、そ
の
必
要
性
、民
間

活
力
の
導
入
等
十
分
に

考
慮
し
な
が
ら
、近
い
将

来
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。（
市
長
）

問答

議
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、全
体
最
適

の
視
点
で
横
串
を
通
し
、

「
チ
ー
ム
東
温
」
で
施
策

の
推
進
に
取
り
組
む
。

　
（
企
画
政
策
課
長
）

地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
振
興
の
推
進
を

　
　

①
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
観
光
振
興

と
は
。

②
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
現
状
と

課
題
は
。

　
　

①
観
光
振
興
は
重

要
政
策
で
あ
り
、地

域
資
源
を
活
用
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

　

②
市
内
観
光
地
の
案

内
看
板
の
更
新
や
地
元

ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
ツ

ア
ー
の
企
画
を
行
っ
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
の

掘
り
起
こ
し
や
浸
透
を

図
る
た
め
、関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
し
て
い
く
。

　
（
地
域
活
力
創
出
課
長
）

問答

相
あいはら

原 真
ま ち こ

知子　議員

渡
わたなべ

部　勇
ゆ う じ

次　議員

IYO 夢みらい館　文化ホール

景勝地：白猪の滝

森林資源の保全と

活用を

東温市における文化

活動の環境整備は

　
　

①
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
を
視
野
に

入
れ
た
、教
訓
と
対
策
の

見
直
し
は
。

　

②
ひ
と
部
屋
だ
け
耐

震
化
の
促
進
は
。

　

③
家
具
転
倒
防
止
金

具
等
設
置
補
助
事
業
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
再
開
は
。

　

④
夜
間
就
寝
時
の
停

電
対
策
は
。

　
　

①
こ
の
度
の
豊
後

水
道
地
震
が
起

こ
っ
た
こ
と
で
、改
め
て

「
自
助
」
の
重
要
性
を
感

じ
て
い
る
。市
の
防
災
計

画
に
つ
い
て
も
国
や
県

問答

　
　

①
市
内
の
総
農
家

数
、耕
作
面
積
の
現

状
は
。

　

②
新
規
就
農
者
の
育

成
支
援
は
。

　
　

①
令
和
２
年
調
査

で
は
、総
農
家
数
は

１
３
２
０
戸
、10
年
間
で

４
８
０
戸
減
、耕
作
面
積

は
１
４
２
７
ha
で
96　

減
と
な
っ
て
い
る
。農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、

農
家
数
は
減
少
。道
路
整

備
や
開
発
、耕
作
放
棄
地

の
増
加
に
よ
り
耕
作
面

積
が
減
少
し
て
い
る
。

問答

の
防
災
計
画
の
見
直
し

な
ど
を
参
考
に
行
っ
て

い
く
。

　

②
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

に
つ
い
て
は
、ル
ー
ム
型

や
防
災
ベ
ッ
ド
型
な
ど

が
あ
り
、耐
震
改
修
に
比

べ
て
費
用
負
担
を
抑
制

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。一
方
で
、シ
ェ
ル
タ
ー

以
外
の
部
分
が
倒
壊
し

て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
こ
と
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、利
用
が

進
ん
で
い
な
い
。

　

③
市
民
の
防
災
に
対

す
る
関
心
が
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
る
の
で
、当

該
事
業
の
再
開
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　

④
停
電
は
災
害
時
の

み
な
ら
ず
、送
電
設
備
の

不
具
合
等
で
も
発
生
す

る
た
め
、枕
元
に
懐
中
電

灯
や
携
帯
電
話
な
ど
を

備
え
る
よ
う
周
知
を
図

る
。（
総
務
部
長
）

　

②
経
営
開
始
資
金
や

担
い
手
総
合
支
援
事
業

等
を
推
進
し
て
い
る
。

J
A
え
ひ
め
中
央
が
整

備
を
進
め
る
「
新
規
就
農

研
修
セ
ン
タ
ー
」
に
補
助

を
し
、新
規
就
農
者
の
定

着
を
図
る
。（
副
市
長
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　

①
空
き
家
バ
ン
ク

の
利
用
状
況
、今
後

空
き
家
対
策
及
び
移
住
・

定
住
の
促
進
は
。

　

②
市
街
化
調
整
区
域

の
空
き
家
を
増
加
さ
せ

な
い
施
策
は
。

　
　

①
平
成
27
年
か
ら

約
10
年
間
で
85
件

の
登
録
が
あ
り
、58
件

の
売
買
や
賃
貸
の
成
約

が
で
き
て
い
る
。今
年
度

か
ら
民
間
事
業
者
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
連

携
し
て
、物
件
数
の
増
加

問答

直
接
避
難
で
き
る
福
祉

避
難
所
の
開
設
を

　
　

開
設
を
含
め
た
検

討
状
況
は
。

　
　

市
で
は
、福
祉
避
難

所
に
指
定
し
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
及
び

特
別
支
援
学
校
か
ら
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に

伴
う
直
接
避
難
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
意
見
聴

取
す
る
な
ど
し
て
、受
け

入
れ
の
た
め
の
体
制
整

備
や
条
件
等
に
つ
い
て

協
議
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、要
支
援
者

が
普
段
か
ら
利
用
し
て

い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
提
供
事
業
所
へ
の
直

接
避
難
が
現
実
的
で
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
、福
祉

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
施
設
の
利
用
者
の

う
ち
、マ
ッ
チ
ン
グ
が
可

能
な
方
に
つ
い
て
は
、個

別
避
難
計
画
等
を
考
慮

し
な
が
ら
直
接
避
難
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。ま
た
、新
た
な
福

祉
避
難
所
の
協
定
締
結

に
向
け
て
も
取
り
組
み

た
い
。（
社
会
福
祉
課
長
）

問答

を
目
指
し
、移
住
・
定
住

の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

②
空
き
家
の
除
却
を

促
進
す
る
一
方
で
、集
落

機
能
の
維
持
を
図
り
新

規
就
農
者
の
受
け
入
れ

に
積
極
的
な
地
域
で
は

良
好
な
空
き
家
の
利
活

用
を
促
進
し
た
い
。　（
地

域
活
力
創
出
課
長
）

小
規
模
小
学
校
等
に
つ

い
て

　
　

保
育
所
・
幼
稚
園
・

小
学
校
の
適
正
な

配
置
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
東
谷

幼
稚
園
も
休
園
に

な
り
、小
学
校
で
全
校
生

徒
が
30
人
を
下
回
っ
て

い
る
小
規
模
校
は
複
式

学
級
を
導
入
し
て
い
る
。

　

令
和
4
年
度
か
ら
、

庁
内
で
政
策
調
整
会
議

等
を
実
施
、今
年
度
に

「
学
校
等
の
在
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

現
在
の
状
況
を
踏
ま
え

て
学
校
の
適
正
な
配
置

を
含
め
た
学
校
等
の
在

り
方
を
検
討
の
う
え
、教

育
委
員
会
へ
答
申
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。（
教
育
長
）

問答

細
ほそかわ

川 秀
ひであき

明　議員

渡
わたなべ

部 繁
し げ お

夫　議員

人口減少による

農業対策について

県内初の震度６弱による

住まいの安全対策は

家具転倒防止による対策（例）

東温市吹奏楽団・砥部ウインドアンサンブル
ジョイントコンサート in 砥部町文化会館多目的ホール

チェンソーで木を切る作業
（松山流域森林組合 提供）

新規就農研修センター予定地
（市役所南側）

ha
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２
０
２
４
年
問
題

を
受
け
る
、本
市
の

影
響
予
測
と
物
流
関
係

事
業
者
へ
の
支
援
は
。

　
　

輸
送
能
力
の
低
下

や
人
件
費
の
増
加

な
ど
が
懸
念
さ
れ
、事
業

者
の
利
益
の
減
少
や
、従

業
員
の
収
入
の
減
少
と

い
っ
た
影
響
が
予
測
さ

れ
る
。

　

市
の
単
独
事
業
と
し

て
、令
和
３
年
度
か
ら
中

小
零
細
企
業
ま
る
ご
と

応
援
補
助
金
を
創
設
し

て
お
り
、事
業
者
の
課
題

に
寄
り
添
っ
た
補
助
メ

問答

　
　

①
空
き
家
の
総
戸

数
や
割
合
は
。

　

②
空
家
対
策
措
置
法

が
改
正
さ
れ
、勧
告
等
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、市
の
対
応
状
況
は
。

　

③
市
街
化
調
整
区
域

内
の
空
き
家
に
つ
い
て

は
、建
築
制
限
に
よ
り
新

築
が
難
し
い
た
め
、撤
去

が
進
ん
で
い
な
い
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
、税
額
軽
減
や
建
築
制

限
を
緩
和
し
て
い
る
先

進
市
が
あ
る
が
、市
で
協

議
し
て
は
ど
う
か
。

問

ニ
ュ
ー
に
よ
る
支
援
を

用
意
し
て
い
る
。（
産
業

建
設
部
長
）

　
　

他
市
が
行
う
現
金

給
付
な
ど
の
支
援

の
予
定
は
。

　
　

国
の
財
源
の
予
定

が
な
く
、市
単
独
で

の
実
施
は
難
し
い
。今
後

の
国
や
県
の
対
策
等
に

注
視
し
、補
助
制
度
の
拡

充
等
に
よ
る
支
援
に
努

め
る
。（
産
業
建
設
部
長
）

野
犬
の
積
極
的
な

捕
獲
・
保
護
を

　
　

市
内
野
犬
の
現
在

の
状
況
と
市
の
対

応
は
。

　
　

全
体
数
は
不
明
だ

が
、少
な
く
と
も
40

匹
が
生
息
し
て
い
る
。市

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
と
、捕
獲
檻
の
設
置
を

継
続
し
て
行
う
。（
環
境

保
全
課
長
）

　
　

吹
き
矢
使
用
な
ど

の
積
極
的
な
対
応

は
。

　
　

こ
こ
数
年
、吹
き
矢

使
用
の
実
績
は
な

い
。（
環
境
保
全
課
長
）

　
　

餌
や
り
行
為
者
へ

の
対
応
は
。

問答問答問答問

　
　

①
平
成
30
年
度
時

点
で
把
握
し
て
い

る
空
き
家
は
８
５
４
戸
、

率
は
６
％
で
あ
る
。

　

②
勧
告
や
命
令
の
実

績
は
な
い
。

　

③
市
街
化
調
整
区
域

の
新
築
制
限
を
空
き
家

対
策
と
し
て
緩
和
す
る

こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
る
。区
域
全
域
で

は
な
く
、集
落
機
能
の
維

持
や
新
規
就
農
者
の
受

け
入
れ
等
、将
来
計
画
が

可
能
な
地
域
に
重
点
化

す
る
形
で
、空
家
対
策
措

置
法
に
基
づ
く
制
度
を

活
用
し
た
緩
和
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
（
技
監
・
都
市
整
備
課
長
）

答

　
　

餌
や
り
行
為
者
に

対
し
、保
護
活
動
へ

の
理
解
を
求
め
る
等
対

話
を
地
道
に
行
っ
て
い

く
。（
環
境
保
全
課
長
）

道
路
付
属
物
の
管
理
・

点
検
に
つ
い
て

　
　

他
市
の
事
故
を
受

け
て
の
対
応
は
。

　
　

職
員
に
よ
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
総
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。ま

た
、異
常
発
見
時
の
情
報

提
供
の
協
力
を
、各
区
長

や
郵
便
局
等
に
改
め
て

依
頼
し
た
。（
建
設
課
長
）

　
　

超
音
波
に
よ
る
非

破
壊
検
査
の
実
施

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、機
器
を
使
用

し
て
の
検
査
は
行
っ

て
い
な
い
。今
後
は
情
報

収
集
に
努
め
、導
入
を
検

討
し
て
い
く
。（
建
設
課

長
） 答問答問答

合
併
20
年
の
検
証
と

今
後
の
市
政
運
営
に

つ
い
て

　
　

①
合
併
20
年
の
検

証
・
評
価
は
。

　

②
今
後
の
市
政
運
営

は
。

　
　

①
20
年
を
区
切
り

と
し
た
検
証
・
評
価

は
実
施
し
な
い
が
、本
市

の
最
上
位
計
画
で
あ
る

第
二
次
総
合
計
画
が
令

和
７
年
度
ま
で
の
計
画

期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
中
に
検
証
・
評
価

を
行
う
。

　

②
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
に
よ
り
、人

口
動
態
の
社
会
増
減
も
、

ほ
ぼ
プ
ラ
ス
で
推
移
し

て
お
り
、成
果
を
感
じ
て

い
る
。今
後
も
積
極
的
な

対
策
を
講
じ
、次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
が
希
望
を

持
て
る
よ
う
「
温
か
笑

顔
の
東
温
市
」
の
実
現

を
目
指
す
。（
市
長
）

問答

永
な が い

井 大
だいすけ

介　議員

丹
に ゅ う の や

生谷 美
は る お

雄　議員

提言　市街化調整

区域内の空き家対策

本市経済における

物流機構の存続を

　
　

①
短
期
保
険
証
の

発
行
は
何
か
月
の

滞
納
で
何
か
月
の
短
期

保
険
証
を
発
行
す
る
の

か
。

　

②
滞
納
整
理
機
構
へ

国
保
税
の
滞
納
者
リ
ス

ト
を
送
る
の
は
何
か
月

滞
納
者
か
ら
か
。

　
　

①
短
期
保
険
証
は
、

７
期
分
以
上
16
期

分
未
満
の
国
保
税
を
滞

納
し
て
い
る
世
帯
に
有

効
期
限
が
３
か
月
の
も

の
を
、16
期
分
以
上
の

国
保
税
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
に
有
効
期
限
が

問答

　
　

①
携
帯
ト
イ
レ
等

の
備
蓄
状
況
は
。

　

②
家
庭
に
お
け
る
備

蓄
に
つ
い
て
市
民
へ
の

啓
発
を
。

　

③
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
導
入
を
。

　

④
介
護
や
障
害
者
施

設
に
お
け
る
備
蓄
状
況

は
。

　
　

①
現
在
、簡
易
ト
イ

レ
94
個
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
用
洋
式
便
座

34
基
、ラ
ッ
プ
ポ
ン
ト
イ

レ
61
基
、既
存
の
ト
イ

レ
で
使
用
で
き
る
便
袋

６
２
０
０
枚
を
備
蓄
し

問答

１
か
月
の
も
の
を
発
行

し
て
い
る
。

　

②
滞
納
整
理
機
構
へ

の
国
保
税
の
滞
納
者
リ

ス
ト
を
送
る
の
は
、高
額

滞
納
事
案
や
徴
収
困
難

事
案
な
ど
い
く
つ
か
の

基
準
を
設
け
て
い
る
が
、

滞
納
期
間
に
つ
い
て
は
、

特
に
基
準
は
設
け
て
い

な
い
。（
税
務
課
長
）

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報

の
提
供
に
つ
い
て

　
　

①
自
衛
隊
員
の
募

集
の
目
的
で
18
歳

の
市
民
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
提
供
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。市

は
い
つ
か
ら
個
人
情
報

を
提
供
し
て
い
る
の
か
。

　

②
最
近
提
供
し
た
人

数
と
ど
う
い
う
媒
体
で

提
供
し
て
い
る
の
か
。

　
　

①
自
衛
隊
へ
の
個

人
情
報
の
提
供
は

確
認
で
き
る
範
囲
で
、平

問答

て
い
る
。今
後
も
購
入
す

る
。今
年
２
月
、仮
設
ト

イ
レ
を
扱
う
事
業
所
と

協
定
を
締
結
し
た
が
、さ

ら
に
災
害
発
生
時
の
仮

設
ト
イ
レ
確
保
に
努
め

る
。

　

②
防
災
マ
ッ
プ
や
出

前
講
座
、訓
練
等
に
お
い

て
ト
イ
レ
確
保
の
重
要

性
を
説
明
し
て
い
る
。

　

③
先
行
自
治
体
に
お

け
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
、ト
イ
レ
カ
ー
の
導

入
状
況
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
す
る
。（
危
機
管
理

課
長
）

　

④
22
施
設
が
備
蓄
し

て
い
る
。今
後
購
入
予
定

が
３
施
設
、購
入
予
定
な

し
が
20
施
設
、検
討
中

が
７
施
設
。業
務
継
続
計

画
に
お
い
て
十
分
検
討

い
た
だ
く
よ
う
、備
蓄
の

推
進
な
ど
啓
発
に
努
め

る
。　（
社
会
福
祉
課
長
）

A
E
D
の
活
用

　
　

①
市
有
施
設
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
、

使
用
状
況
、市
民
へ
の
周

知
は
。

　

②
市
有
施
設
以
外
で

設
置
し
て
い
る
市
内
の

問

成
30
年
度
以
降
提
供
し

て
い
る
。

　

②
提
供
し
た
人
数
は

令
和
４
年
度
３
１
７
人
、

令
和
５
年
度
３
０
８
人
、

令
和
６
年
度
は
２
９
７

人
、す
べ
て
紙
媒
体
で
提

供
し
て
い
る
。（
危
機
管

理
課
長
）

物
価
高
騰
支
援
給
付
金

に
つ
い
て

　
　

①
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
物
価
高
騰

支
援
給
付
金
の
未
支
給

者
は
何
人
い
る
の
か
。

　

②
未
支
給
者
を
出
さ

な
い
方
策
は
な
か
っ
た

の
か
。

　
　

①
給
付
金
の
未
支

給
者
は
３
６
８
世
帯
。

　

②
令
和
５
年
度
の
事

業
で
、令
和
６
年
３
月
末

日
ま
で
に
支
給
を
完
了

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

作
業
期
間
を
検
討
し
、提

出
期
限
を
３
月
８
日
ま

で
の
約
２
か
月
間
と
し

た
。問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
た
め
の
専
用
電
話

の
設
置
ま
た
案
内
文
紛

失
等
の
際
に
は
再
送
付

す
る
な
ど
の
対
応
を
し

た
。（
社
会
福
祉
課
長
）

問答

事
業
所
数
は
。

　

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
収
納
箱
に

傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
等
の
た
め
三

角
巾
配
備
を
。

　

④
誰
で
も
無
料
で
使

え
る
救
命
サ
ポ
ー
タ
ー

ア
プ
リ
「
ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
を
市
民

に
広
報
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

①
設
置
さ
れ
て
い

る
市
有
施
設
は
50

施
設
、59
台
。使
用
実
績

は
２
件
。設
置
場
所
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防

災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て

い
る
が
、更
な
る
周
知
を

図
る
。

　

②
81
事
業
所
に
お
い

て
設
置
し
て
い
る
。

　

③
配
備
を
進
め
て
い

く
。（
総
務
部
長
）

　

④
今
後
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
市
民
に
周

知
し
て
い
く
。（
消
防
長
）

答

森
もり

 真
しんいち

一　議員

近
こんどう

藤 千
ち え み

枝美　議員

大規模災害の備えを

国保税の滞納について

ある医院の待合室

市役所に設置されている AED

空き家を活かす

保護犬の譲渡など動物愛護業務
を行う県動物愛護センター
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No 氏　　名 交 付 額 支 出 額 残　　余
（返還金）

※ 1

支出科目　※ 2

調査研究費 研 修 費 資料購入費 事務所費

視察等の調査研
究に関する経費

研修会等に参加
する経費

図書や資料等を
購入する経費

議員活動に必要な
事務所に関する経費

1 野口　 竜 180,000 192,499 0 33,480 144,763 14,256

2 大西　正之 180,000 70,840 109,160 70,840

3 永井　大介 180,000 80,841 99,159 75,180 5,661

4 渡部　勇次 180,000 351,400 0 8,200 343,200

5 亀田　尚之 180,000 110,977 69,023 73,840 37,137

6 松末　博年 180,000 164,573 15,427 10,790 142,083 11,700

7 細川　秀明 180,000 167,850 12,150 11,200 156,650

8 丹生谷美雄 180,000 154,983 25,017 4,000 142,083 8,900

9 渡部　繁夫 180,000 147,416 32,584 123,110 24,306

10 森　　真一 180,000 108,840 71,160 108,840

11 相原真知子 180,000 186,057 0 5,053 74,130 106,874

12 丸山　 稔 180,000 178,588 1,412 5,053 28,200 145,335

13 近藤千枝美 180,000 85,102 94,898 74,130 10,972

14 安井　浩二 180,000 164,994 15,006 27,033 47,805 90,156

15 山内　孝二 180,000 178,864 1,136 121,770 57,094

合　　計 2,700,000 2,343,824 546,132 85,409 1,137,334 777,881 343,200

　

東
温
市
議
会
議
員
に

は
、調
査
研
究
等
の
活
動

に
資
す
る
経
費
の
一
部
と

し
て
、政
務
活
動
費
（
一
人

あ
た
り
月
額
１
万
５
千

円
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
は
、政
務
活
動
費

に
係
る
収
支
報
告
書
を

作
成
し
、領
収
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
書
類
を

添
え
て
議
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
基
本
条
例
で
は
、

「
市
民
に
対
し
て
議
会
の

活
動
に
関
す
る
情
報
を
、

多
様
な
広
報
手
段
を
使
っ

て
積
極
的
に
公
開
し
、透

明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

説
明
責
任
を
果
た
す
も

の
と
す
る
」
と
掲
げ
て
お

り
、政
務
活
動
費
の
個
人

別
収
支
を
公
開
し
ま
す
。

政
務
活
動
費

　

東
温
市
議
会
「
第
２
回

議
会
報
告
会
」
を
、
５
月

17
日
（
金
）
19
時
か
ら
、

川
内
公
民
館
に
お
い
て
、

23
人
の
市
民
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
総
務
産

業
建
設
・
文
教
市
民
福
祉

委
員
長
よ
り
３
月
定
例

会
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
、
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
ご

み
に
関
す
る
問
題
」
等
を

テ
ー
マ
に
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
、
率
直
な
ご

意
見
や
感
想
等
、
多
数
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
に
向
け
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
内
容
の
充
実
等
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
意
見
交
換

　

こ
の
収
支
報
告
書
は

一
般
に
公
開
し
て
お
り
、

議
会
事
務
局
で
手
続
き

す
れ
ば
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
長
へ
の
報
告

　

条
例
に
基
づ
き
令
和
５

年
度
政
務
活
動
費
収
支

報
告
書
・
領
収
書
等
を
添

え
て
議
長
か
ら
市
長
に
送

付
し
ま
し
た
。

令和５年度政務活動費 収支一覧表

※１　交付額よりも支出額の多い議員は、残余（返還金）を０と表記しています。
※２　支出があった科目のみ抜粋しています。
　　　（広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費の支出はありませんでした。）

政
務
活
動
費
収
支
報
告

令
和
５
年
度

（単位：円）

第２回

議会報告会

市民の意見

市民の意見

市民の意見

市民の意見

〇リサイクルの観点から、ビン類の色別
回収を市全体で統一してほしい。
〇生ごみの減量化を促進するため、生ご
み処理容器購入補助制度の購入対象店や
対象容器の種類を見直してほしい。

〇東温市のごみ分別は厳しい。松山市と
同じ施設で処理するのであれば、分別方
法も松山市と同じにしてほしい。

〇重信、川内地域のごみの出し方を統一
してほしい。
〇プラごみ（チューブ類）等は、洗浄に
手間と水道代がかかる。可燃ごみにして
ほしい。

〇松山市への可燃ごみ処理委託料を削減
するためにも、コンポストの活用、及び
普及促進に力をいれてほしい。

ごみに関する問題についてのご意見につきまして、文教市民福祉委員会を中心に議会において、
今後、検討してまいります。

第２回

議会報告会

A
グ
ル
ー
プ

C
グ
ル
ー
プ

B
グ
ル
ー
プ

D
グ
ル
ー
プ
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東
温

市
議

会
　

編
集

／
広

報
広

聴
特

別
委

員
会

〒
7
9
1

－0
2
9
2
 東

温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.7

4
　

令
和

6
年

８
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員

会
の
取
り
組
み
は
、大
き

く
２
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、定
例
会
後
に
議
会
だ

よ
り
を
発
行
す
る
こ
と

と
、議
会
報
告
会
を
開
催

す
る
こ
と
で
す
。年
間
を

通
し
て
、取
材
や
校
正
、

運
営
準
備
な
ど
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会

で
は
、新
た
に
グ
ル
ー
プ

別
の
意
見
交
換
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、市
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、「
広
報
」（
情
報
提
供
）

と「
広
聴
」（
情
報
収
集
）

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
（
渡
部　
勇
次
）

発
行
責
任
者
丸
山　

稔

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長
安
井　
浩
二

副
委
員
長
相
原
真
知
子

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

松
末　
博
年

〃

渡
部　
勇
次

〃

永
井　
大
介

〃

野
口　

竜

日 月 火 水 木 金 土

8/26 27 28 29 30 31

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

9月定例会のお知らせ（予定）

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

弊
社
は
平
成
４
年
に
東

温
市
で
設
立
、
「
医
食
同

源
」
を
社
訓
と
し
て
お
り
、

耕
作
放
棄
地
も
活
用
し
、

栽
培
し
た
有
機
農
産
物
を

使
用
し
た
安
心
安
全
な
健

康
食
品
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

父
（
高
岡
正
明
）
と
共

に
戦
没
者
の
鎮
魂
と
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
て
生
み

だ
し
た
「
陽
光
桜
」
も
栽

培
し
て
お
り
、
現
在
、
そ

の
桜
葉
と
有
機
黒
糖
を
組

み
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

テ
ィ
ー
「
陽
光
桜
茶
」
は
、

さ
く
ら
セ
レ
ク
ト
商
品
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
有
機
栽
培
し
て

い
る
ケ
ー
ル
も
無
添
加
の

青
汁
商
品
と
し
て
さ
く
ら

セ
レ
ク
ト
商
品
の
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ル

は
、
子
ど
も
た
ち
の
食
育

活
動
の
一
環
と
し
て
収
穫

体
験
や
学
校
給
食
の
材
料

と
し
て
も
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

遠
赤
青
汁
株
式
会
社

代
表
取
締
役 
高た
か
お
か岡

　
照て
る
み海
さ
ん

人
々
の
健
康
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
熱
い
想
い

人
シ
リ
ー
ズ

開会
総務・文教

委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算・決算

委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

敬老の日 決算委員会
分科会

決算委員会
分科会

秋分
の日 振替休日 予算・決算

委員会
閉会  

議会だよりが
スマホで読めます。

SAKURA select 選定品　陽光桜茶

　「市のホームページ」で議会開会中、生中継
がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧になれます。

　６月21日に東谷小学校６年生が傍聴に
来ました。本会議終了後、議場見学をし
ました。

議会インターネット中継

小学生が傍聴に来ました

市議会ページ

　　議員の表彰　　
市議会議員として永年勤続等の
功績を称え、表彰されました。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

議
員
年
数
15
年
以
上

相
原
真
知
子
　
議
員

四
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

議
員
年
数
12
年
以
上

細
川
　
秀
明
　
議
員


